
(1) 令和５年度実績について

１　委託事業

(1) 　支援拠点機関の設置（平成20年4月1日付け指定）

○支援拠点機関の主な役割
　・高次脳機能障害の確定診断
　・相談指導
　・リハビリ症例検討
　・医療機関への情報提供・連携強化

○令和５年度相談支援実績（R５.4.1～6.3.31）

来所・来院 電話 来所・来院 電話

2,006 3,077 112 110 2,147 2,585 119 107

(2) 　相談支援コーディネーターの配置（平成20年4月1日付け配置）

○相談支援コーディネーターの主な任務
　・市町等への指導
　・相談指導
　・高次脳機能障害者への訓練・支援プログラムの作成

　松山リハビリテーション病院を支援拠点機関に指定し、高次脳機能障害者への相談指・
支援、医療機関等への情報提供、研修会の実施等を行った。
　なお、支援拠点機関の設置及び運営は、県の委託事業として実施した。

　・全国連絡協議会等への参加
　・講習会の開催

名称
相談件数（延べ） リハ訓練数

（実人数）
訪問
件数

(参考)R４談件数（延べ） (参考)R４
リハ訓練数
（実人数）

（参考）
R４
訪問
件数

松山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

　支援拠点機関に、相談支援コーディネーターとして木戸保秀医師・菅隆一作業療法士・坂本和
香奈医療ソーシャルワーカー・大久保澪医療ソーシャルワーカーを配置し、相談支援、医療、福
祉サービスの情報提供、関係機関等に対する助言・指導を行った。
　なお、相談支援コーディネーターの配置は、県の委託事業として実施した。

　・全国連絡協議会等への参加

＜参考＞支援拠点機関における相談件数の推移
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(3) 　拠点機関主催の研修会等 延べ   254人参加

　■愛媛県高次脳機能障害支援拠点機関講習会
  ・主　催 支援拠点機関（松山リハビリテーション病院）
　・開催年月日　　令和5年6月19日（土）14：00～16：40
　・開催場所　　テクノプラザ愛媛 テクノホール

　・参加者　当事者、家族、保健・医療・福祉関係者等　　96名
　・内　容　

　■愛媛高次脳機能障害リハビリテーション講習会
　・主　催 支援拠点機関（松山リハビリテーション病院）

愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あい」
　・開催年月日 令和5年12月2日（土）　13：30～16：30 

　・開催場所

　・参加者 当事者、家族、保健・医療・福祉関係者等　　89名
　・内　容

　
　■臨床高次脳機能研究会えひめ
  ・主　催 支援拠点機関（松山リハビリテーション病院）
　・開催年月日　　令和6年2月24日（土）13：00～15：25
　・開催場所　　テクノプラザ愛媛 テクノホール
　・参加者　　　当事者、家族、保健・医療・福祉関係者等　69名
　・内　容

●特別講演
●特別講演
「高次脳機能障害における地域支援の考え方」
大同病院・だいどうクリニック 高次脳機能障害センター長　深川　和利　先生
●基調講演
「高次脳機能障害の障害理解に伴う精神的支援」
かなめ病院 医療介護相談室 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師
藤山　美由紀　氏
●当事者体験発表
「～高次脳機能障害の原点を探しての２２年間～『七転び八起きの人生』」
愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あい」　小笠原 栄 氏

●活動報告
愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あい」  玉置　孝美　氏
松山リハビリテーション病院　高次脳機能障害支援室　菅　隆一
●特別講演
「高次脳機能障害のある方への支援～環境調整の大切さ～」
東京慈恵会医科大学附属 第三病院　リハビリテーション科
診療部長　渡邉　修　先生
●当事者体験発表・絵本『起き上がり小法師』紹介
絵本『起き上がり小法師』　作者　Solae(ソラ)　氏

テクノプラザ愛媛 テクノホール

●演題発表
座長：総合リハビリテーション　伊予病院　院長　藤田　正明　先生
【演題1】
「高次脳機能障害に対する包括的運転評価にて自動車運転再開となった事例」
松山リハビリテーション病院　作業療法士　星川　侑輝
【演題2】
「TV視聴時に固執傾向を顕著に認めた前頭葉梗塞の1例‐SRSIを活用し気付きの
段階に応じた補填手段導入の試み‐」
松山リハビリテーション病院　作業療法士　町尻　拓真
●特別講演
「半側空間無視の病態理解とリハビリテーション治療‐最近のトピックス‐」
東海大学医学部　専門診療学系　リハビリテーション科学
教授　水野　勝広　先生



(4) 　相談支援協力機関の設置（平成21年2月6日付け指定）

○設置数　　６機関
　・（宇摩圏域）ＨＩＴＯ病院 ・（新居浜・西条圏域）済生会西条病院
　・（今治圏域）片木脳神経外科 ・（松山圏域）伊予病院
　・（八幡浜・大洲圏域）大洲中央病院 ・（宇和島圏域）市立宇和島病院

○相談支援協力機関の主な役割
　・相談指導

　・関係機関への情報提供・助言

○令和５年度相談支援実績（R5.4.1～6.3.31）

来所・来院 電話 来所・来院 電話

13 2 12 13 2 12

1 2 8 10 7 2

2 2 1 4 0 0

25 5 29 34 14 24

2 5 13 2 6 17

0 8 42 8 20 72

43 24 105 71 49 127

２　県実施事業

(1) 　高次脳機能障害支援連絡協議会
○会長：木戸　保秀（松山リハビリテーション病院理事長・院長）

(2) 　四国ブロック会議（香川県） （参加）
　・書面開催
　・協議事項 各県における高次脳機能支援に関する課題等

　県保健所の圏域単位に相談支援協力機関を設置し、高次脳機能障害者及び家族に対する
相談支援及び地域支援ネットワークの構築を図った。
　なお、相談支援協力機関の設置及び運営については、県の委託事業として実施した。

名　　称
相談件数（延べ） リハ訓練数

（実人数）

（参考）R４相談件数（延べ） (参考)R４
リハ訓練数
（実人数）

      社会福祉士、　理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚士）

ＨＩＴＯ病院
済生会西条病院
片木脳神経外科

伊予病院
大洲中央病院

市立宇和島病院
計

　委員１９名
　　・支援拠点機関　　　・相談支援協力機関　（6機関）
　　・関係機関・団体（家族会「あい」、福祉サービス事業者、障害者職業センター

　　・精神科医師（愛媛大学医学部）　　・リハビリテーション科医師（県医師会）
　　・行政関係者（心と体の健康センター、保健所、松山市）

協議会：令和５年11月17日（金）18時30分～20時00分



(3) 　普及啓発事業
○各保健所主催の研修会、連絡会等（別紙参照） 延べ596人参加

参加者数

パネル展示及び普及啓発資料の配布

啓発パネルの展示および啓発資料の配布

43 高次脳機能障害支援者研修会

26 高次脳機能障害支援者研修会

3 今年度事業打合せ

中止

8

23 支援者連絡会

26 高次脳機能障害支援普及事業に係る医療機関へのヒアリング

37 担当者研修会

397 普及啓発

32 高次脳機能障害支援普及事業連絡会 　

34 高次脳機能障害支援研修会

27 支援関係者連絡会

約30 普及啓発

65 支援関係者研修会

普及啓発

(4) 患者訪問相談
　保健所保健師等による相談・訪問の実施

○令和５年度相談支援実績

西条保健所
R5.12.1

随時
個別支援（訪問・面接・電話による相談）、各研修会参加、あいの
会定例会参加

保健所名 開催日

四国中央保健所

R5.6.19～29

R5.8 松山リハビリテーション病院作成の普及啓発用パンフレットの配布

R5.10.11～19

今治保健所

R5.8.1

R5.10.12

R5.11.20
高次脳機能障害者及び家族交流会

R6.2.20

各種研修会・会議参加、個別ケース支援、あいの会定例会参加等

八幡浜保健所
R5.6.27

R5.11.9

宇和島保健所

R5.9.7

R5.9.9

R6.2.6

R6.2.9

随時

中予保健所

R5.7.3

R5.10.23～R5.11.2

R6.1.23

通年

随時

個別相談（来所、電話、訪問）、ケア会議、各種研修会、担当者会
への参加、普及啓発

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

四国中央保健所 1 1 2 2

西条保健所 2 33 1 5

今治保健所 2 2 3 5

中予保健所 4 10

八幡浜保健所 2 2

宇和島保健所 2 9 13 230 8 16 2 2

合計 5 12 26 282 9 21 2 2

所属
来所相談 電話相談 訪問指導 ケア会議



(2) 令和６年度計画及び進捗状況について

１　委託事業

(1) 　支援拠点機関の設置　　【継続実施】

(2) 　相談支援コーディネーターの配置    【継続実施】

○令和６年度相談支援実績（Ｒ6.4.1～Ｒ6.8.31）

来所・来院 電話

804 1,125 33 64

(3) 　拠点機関主催の研修会等

　■高次脳機能障害支援拠点機関講習会
　・主　催 支援拠点機関（松山リハビリテーション病院）
　・開催年月日 令和6年6月1日（土）14：00～16：40　　
　・開催場所
　・参加者 当事者、家族、保健・医療・福祉関係者、一般市民等　　86名
　・内　容

　■愛媛高次脳機能障害リハビリテーション講習会　　
　・主　催 支援拠点機関（松山リハビリテーション病院）

愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あい」

　・開催年月日
　・開催場所
　・参加者 当事者、家族、保健・医療・福祉関係者等　　　 　

　・内　容

　■臨床高次脳機能研究会えひめ　　【開催予定】
　・主　催 支援拠点機関（松山リハビリテーション病院）
　・開催年月日 令和7年2月頃
　・開催形態
　・参加者 当事者、家族、保健・医療・福祉関係者、一般市民等
　・内　容

テクノプラザ愛媛　テクノホール

名称
相談件数（延べ） リハ訓練数

（実人数）
訪問
件数

松山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

●活動報告
松山リハビリテーション病院　高次脳機能障害支援室　菅　隆一
愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あい」　玉置　孝美　氏
●特別講演
「高次脳機能障害の当事者・ご家族・支援者が共に地域で生きていくため
に」
栃内第二病院　リハビリテーション部　副部長
　　　　　　　　　　　　公認心理師　山舘　圭子　先生

令和6年10月12日（土）　14:00～16:20　　
テクノプラザ愛媛　テクノホール

●特別講演
「神経発達障害（発達障害）と高次脳機能障害～似ている点、異なる点
～」
総合リハビリテーション　伊予病院　院長　藤田　正明　先生
●当事者体験発表
「高次脳機能障害で得たもの」
愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あい」　石田　幸政　氏

テクノプラザ愛媛　テクノホール

●特別講演
講師：京都光華女子大学　医療福祉学科
　　　　　　　　　教授　上田　敬太　先生



(4) 　相談支援協力機関の設置 【継続実施】
　令和５年度末に市立宇和島病院の指定を解除し、令和６年度から宇和島徳洲会病院
を指定

○令和６年度相談支援実績（R6.4.1～6.8.31）

来所・来院 電話相談 リハビリ訓練

延人数 延人数 実人数

ＨＩＴＯ病院 9 1 8

済生会西条病院 0 0 2

片木脳神経外科 4 0 1

伊予病院 4 3 20

大洲中央病院 1 3 5

徳洲会宇和島病院 0 0 2

合計 18 7 38

２　県実施事業

(1) 　高次脳機能障害支援連絡協議会の設置・開催　　   【継続実施】
令和６年度愛媛県高次脳機能障害支援連絡協議会

(2) 　四国ブロック会議（愛媛県） 【実施予定】
　・協議事項 各県における高次脳機能支援に関する課題等

（3）　普及啓発事業 　【継続実施】
〇各保健所主催の研修会、連絡会、ワーキング会議等
　　別紙のとおり

(4) 　患者訪問相談 　【継続実施】
　保健所保健師等による相談・訪問の実施

所属

日　時：令和６年10月23日（水）１８：３０～２０：００
場　所：愛媛県庁第1別館11階会議室
議題　(1) 高次脳機能障害支援普及事業の実施状況について
　　　(2) 各機関の活動状況報告
　　　(3) 意見交換　等



所属 日付 参加人数

R5.6.19～29 -

R5.8 -

R5.10.11～19 -

R5.8.1 26

R5.10.12 3

R5.11.20
当事者・家族
の参加希望な

く中止

R6.2.20 8

R5.7.3 23

R5.10.23～
R5.11.2
（4日間）

26

R6.1.23 37

中予保健所

令和５年度高次脳機能障害支援普及事業実績報告

中予地方局
６階第２会議室

支援者連絡会

〇活動報告
(1)高次脳機能障害支援拠点機関報告
　　松山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
　　　相談支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 大久保澪
(2)松山圏域相談支援協力機関
　 伊予病院の活動について
　　伊予病院看護師長 請田直美
(3)高次脳機能障がい者を支援する会
　 活動報告
　　「あい」代表 玉置孝美
〇意見交換
・各機関の活動実施状況について
・普及啓発媒体の見直しについて

松山圏域の回復期病
棟を有する医療機関
（６医療機関）

高次脳機能障害支援
普及事業に係る医療
機関へのヒアリング

・各医療機関における高次脳機能障害者への
対応について現状把握
・中予保健所における高次脳機能障害者支援
事業の取組紹介
・回復期リハビリを提供する病院間の連携に
おける課題
・今後の連携（研修会等の案内、退院時連絡
票の活用、啓発媒体の活用等）

中予地方局
（Web開催）

場所 会の名称 内容

四国中央市市民交流
棟

普及啓発
（パネル展示）

啓発パネルの展示および啓発資料の配布

四国中央保健所
四国中央保健所
２階ロビー

普及啓発
松山リハビリテーション病院作成の普及啓発
用パンフレットの配布

四国中央市市民交流
棟

普及啓発
（パネル展示）

啓発パネルの展示および啓発資料の配布

西条保健所

R5.12.1 オンライン（Zoom）
高次脳機能障害支援

者研修会

（１）事業説明
（２）講義
「高次脳機能障害の症状と関わり方」「高次
脳機能障害の理解と支援」
　講師：松山リハビリテーション病院
　　　　高次脳機能障害支援室
　　　　作業療法士　菅隆一氏
　　　　社会福祉士　坂本和香奈氏

19機関
（43名）

随時 - -

・個別支援（訪問・面接・
　電話による相談）
・各研修会参加
・あいの会定例会参加

-

今治保健所

正光会今治病院
高次脳機能障害支援

者研修会

話題提供・意見交換
「愛媛県高次脳機能障害支援拠点機関 活動
報告」
　松山リハビリテーション病院　大久保 澪
「高次脳機能障害者　利用できる経済支援や
社会制度について」
　片木脳神経外科　大澤 理香

今治支局

高次脳機能障害者及
び家族交流会

今年度事業打合せ

今治市総合福祉セン
ター

「災害時の対策について」
・座談会
・情報交換
・レクリエーション

「災害時の対策について」
・座談会
・情報交換
・レクリエーション

担当者研修会

(1)報告「事業の概要と松山圏域における普
及啓発状況」
　中予保健所健康増進課精神保健係
(2)講演「認知症と高次脳機能障害」
　平成病院 院長 森 崇明
(3)事例報告～地域での実情を知る～
・相談支援事業所ソレイユ
・地域包括支援ｾﾝﾀｰ湯築・桑原・道後
・道後温泉病院地域連携室

資料２



所属 日付 参加人数

令和５年度高次脳機能障害支援普及事業実績報告

場所 会の名称 内容

資料２

通年 397

随時 -

R5.6.27 32

R5.11.9 34

R5.9.7 27名

R5.9.9 約30名

R6.2.6 65名

R6.2.9 (対象)48機関

随時 –

– 普及啓発
・高次脳機能障害くらしのガイドブックを作
成、支援関係機関に配布

中予保健所

宇和島保健所

障害者支援施設ライ
フまつの

普及啓発

– –

八幡浜保健所

八幡浜保健所
高次脳機能障害支援

普及事業連絡会

松山圏域 普及啓発

・施設内研修会にて施設職員に対して「高次
脳機能障害について」講師として講話

宇和島保健所 支援関係者研修会

1.講演
「高次脳機能障害ってなに？～支援の中での
気づきのポイント～」
講師　松山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
　　　　　　坂本 和香奈
2.模擬カンファレンス（実演）を通して学ぼ
う！地域での「暮らす」・「はたらく」を考
える
※南予地域就労支援ネットワーク連絡会と合
同開催

宇和島保健所 支援関係者連絡会

1.各機関の取組報告
2.意見交換
　①各機関の取組み状況について
　②普及啓発資料について

・個別相談（来所、電話、訪問）
・ケア会議
・各種研修会、担当者会への参加
・普及啓発

・H24年度担当者会作成の媒体(3種類)及び保
健所作成の資料を用い、市町の協力を得て既
存の研修会や会議等を活用して普及啓発活動
を実施
・普及啓発媒体の見直し
（支援者連絡会での意見を参考にポスター・
パンフレットを作成）

- -

・各種研修会、会議に参加
・愛媛県高次脳機能障害者支援連絡協議会へ
参加
・愛媛高次脳機能障がい者を支援する会「あ
い」総会、定例会へ参加
・個別ケース支援

・活動報告
・意見交換

八幡浜保健所
高次脳機能障害支援

研修会

・活動報告
・講話「高次脳機能障害と自動車運転再開支
援について」
  講師：松山リハビリテーション病院
　　　　 高次脳機能障害支援室



実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

四国中央保健所 1 1 2 2

西条保健所 2 33 1 5

今治保健所 2 2 3 5

中予保健所 4 10

八幡浜保健所 2 2

宇和島保健所 2 9 13 230 8 16 2 2

合計 5 12 26 282 9 21 2 2

令和５年度高次脳機能障害支援普及事業相談実績(R5.4.1～R6.3.31）

所属
来所相談 電話相談 訪問指導 ケア会議



所属 開催日 場所 会の名称 参加人数

R6.6
四国中央市市民
交流棟１階

普及啓発
（パネル展示）

-

R6.8～10
四国中央市市民
交流棟２階
会議室

高次脳機能障害
支援者担当者会
又は研修会（予
定）

未定

随時 - - -

R6.7
Web開催（zoom利
用）

高次脳機能障害
担当者会

未定

R6.10
（予定）

Web開催（zoom利
用）

高次脳機能障害
支援者研修会

未定

随時 県内 - -

R6.8.7 今治支局
高次脳機能障害
支援者担当者会

未定

R6秋冬頃
今治市総合福祉
センター

当事者交流会 未定

随時 -
個別支援及び関
係機関連絡等

未定

令和６年度高次脳機能障害支援普及事業計画

内容

普及啓発用資料の配布

講和・情報交換・座談会

・個別相談および家庭訪問
・担当者会、研修会等への出席

四国中央保健所

・各機関の支援状況について情報共有、
意見交換

（案）
・事業説明
・講義
「高次脳機能障害の理解と対応－事例を
通して学ぶ－」
「地域の支援機関に繋がった成功事例や
課題点」

・個別相談（来所、電話、訪問による相
談）
・あいの会定例会参加
・各種研修会、担当者会参加

今治保健所

・活動報告
・情報交換
・意見交換

・座談会
・情報交換
・レクリエーション

・個別相談
・ケア会議
・担当者会及び研修会への出席等

西条保健所



所属 開催日 場所 会の名称 参加人数

令和６年度高次脳機能障害支援普及事業計画

内容

R6.7月
（予定）

中予地方局 支援者連絡会

R7.1月
（予定）

中予地方局 担当者研修会

通年 松山圏域 普及啓発

通年 松山圏域 個別支援

随時 - -

八幡浜保健所 R6.11月頃 八幡浜保健所
高次脳機能障害
支援研修会

R6.9
（未定）

宇和島保健所
支援関係者連絡
会

–

R7.1
（未定）

宇和島保健所
支援関係者研修
会

–

随時 – – –

・活動報告
・講話
・事例検討

・各機関の取組報告
・意見交換　など

中予保健所

〇事務局説明
･事業概要説明
・普及啓発状況
・新しい普及啓発媒体の活用促進
〇活動報告
・高次脳機能障害支援拠点機関（松山ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）
・松山圏域相談支援協力機関（伊予病
院）
〇意見交換
・各機関の活動実施状況
・普及啓発活動の推進

（企画進行中）
〇事務局説明
〇講演
〇事例報告

・既存の研修会や会議等を活用た普及啓
発活動
・関係機関におけるポスター貼付やパン
フレット配布等による周知啓発活動

・退院時連絡票の修正
・松山圏域の回復期リハビリテーション
病棟を有する医療機関における活用推進

・各種研修会、会議への参加
・愛媛県高次脳機能障害者支援連絡協議
会への参加
・愛媛高次脳機能障がい者を支援する会
「あい」総会、定例会へ参加
・個別ケース支援

宇和島保健所

・講話：検討中
・講師：検討中
※ねっとWorkジョイ、きらと共催

・個別相談（来所、電話、訪問）
・ケア会議
・各種研修会、担当者会への参加
・普及啓発（南予地方局庁舎内掲示、宇
和島看護専門学校祭掲示、市立宇和島病
院健康フェスティバル掲示）
・高次脳機能障害くらしのガイドブック
を支援関係機関に配布



（３）意見交換等

1

日髙委員
（愛媛障害者
職業セン
ター）

※内容は簡略化しています

出席者の中で、高次脳機能障害のある方の新規就職支援、職場復帰支援をどの位の
件数実施されているか教えていただきたい。
（提案理由）
愛媛障害者職業センターでは、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者への支
援を重点的に実施することが国から求められいる。愛媛県においては、精神障害、
発達障害に比べて、高次脳機能障害者の相談が少ないため、現に支援をされている
機関と連携して支援を行いたい。

質問

資料3


